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健康医療学部健康スポーツ学科教授 池　川　哲　史
1. 研究目的及び特徴
　グローバル時代において国際スポーツイベ
ント活況に伴い、その実態効果と都市活性
のへの期待が高まる。2020 東京五輪・パラ
リンピックを控え、それに伴う、国内各自
治体の事前合宿誘致が活発に行われている。
また、2020 東京五輪・パラリンピック前後
年（2019 年ラグビー W 杯日本大会、2021
年ワールドマスターズゲームズ in　Kansai/
Japan、2021 世界水泳福岡大会）においても
ゴールデンスポーツイヤーと称され、これ迄
にないグローバルスポーツ環境が求められて
いる。
　2020 東京オリンピック・パラリンピック
開催を控え、様々なスポーツコンテンツの場
面で求められるスポーツ産業化によるキャッ
シュフロー（現金流量）はスポーツイベント
化の活性化が原点である。近未来開催企画さ
れている日本を含めた東アジア（日本、中
国、韓国、台湾）地域のメガスポーツイベン
トにおいてもその動向に注目される。その先
行メガイベントモデルでの勢いの経験知が欧
州スポーツ界の活性化として、先行リードさ
れていると言える。欧州 4 大プロサッカー
リーグ（英国・プレミア、イタリア・セリエ
A、スペイン・リーガエスパニョーラ、ド
イツ・ブンデスリーガ）、他の球技（バレー
ボール、バスケットボール、ハンドボール）
のプロリーグ、各種競技における年代別カテ
ゴリー別欧州及び世界選手権開催等、目まぐ
るしく欧州各地でメガイベント展開されてき
た経緯が存在する。2012 年に欧州・英国ロン
ドンで実施されたオリンピックパラリンピッ
ク後にもその経験知の文化的レガシーが継承
され、今後それらの価値観が問われてくる。
　これらの経験知を既に有する欧州スポーツ
界のメガイベントマネジメント力は今後ス
ポーツのグローバル化が求められてきている
中でそのイベントロールモデルとして注目に
値する。2017 年〜 2021 年迄東アジア地域で
展開されるメガスポーツイベント（2017 年
ユニバーシアード台北大会、2018 年冬季五
輪平昌［韓国］大会、2019 年ラグビー W 杯
日本大会、2020 東京オリンピック・パラリ
ンピック大会、2021 年ワールドマスターズ
ゲームズ in　Kansai/Japan）開催準備に向
け、大会参画支援並びに各種支援企業等での
新たな雇用需要において体育・スポーツ系大
学での指導者養成、スポーツビジネスパーソ
ンの育成において重要な課題と言える。
　2018 年〜 2021 年に迎え来る一連のメガス
ポーツイベントする年代を間野は「ゴールデ
ンスポーツイヤー」と名付け、それを機にス
ポーツ産業の自律的好循環の実現の好機であ
ると提言している 3）。グローバススポーツの
来襲に日本のスポーツ産業活性化のチャンス
到来という概念である。
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　この様な動向特徴の存在を認識し、メガス
ポーツイベント実施開催を担っていく上で求
められる事象、企画について先行する成功的
ロールモデルイベントの視察調査から考察論
考し、今後のグローバルスポーツキャリア育
成のヒントを得る事が本研究の主な狙いとす
る。
　特に各競技の国際連盟の本部が欧州を中心
に本部を置かれている（例：国際サッカー連
盟スイス・ローザンヌ、国際陸上競技連盟モ
ナコ等）やこれ迄もメガスポーツイベントも
勢いやマーケティングの活況状況から欧州主
導に君臨し、数々の隆盛の牙城を構築してき
た事はスポーツイベント史においても否定で
きない。サッカーに関しても欧州開催メガイ
ベントとして 1996 年 W 杯フランス大会では
開催国チーム優勝、2006 年ドイツ大会では
開催国チーム 3 位に君臨する等の事前のイベ
ントマーケンティングと結果に繋がる仕掛け
が結びついて、メガスポーツイベントの成功
事例モデルとして評価されている。
　2017 年 7 月世界水泳ブダペスト大会（ハ
ンガリー）、2017 年 8 月世界陸上ロンドン大
会（英国）、2018 年 8 月の欧州陸上ベルリン
大会（ドイツ）等も欧州主要国でのメガス
ポーツイベントが企画予定されており、欧州
の政治経済情勢の変動で微妙な財政基盤の動
向が注目されている中でも、スポーツを軸に
した経済活性や国際交流においても起爆剤と
なり得る期待もされている。
　欧州圏内では温泉保養地でも知られ、水
と縁が深いブタペスト（ハンガリー）での
2017 年世界水泳ではドナウ川ほとりにプー
ルを新設し、独特趣向を凝らしたウォーター
スポーツのメガイベントも実施された。2018
年欧州陸上ベルリン大会は英国（スコットラ
ンド）・グラスゴーで同時期に開催企画の他
競技（水泳、自転車、ボート、トライアスロ
ン）を併せた形式で実施する第 1 回欧州ス
ポーツ選手権という欧州統一スポーツメガイ
ベントの実施確立を目指し、近年アジア主導
でのメガイベント開催の流れが動いていく傾
向で歯止めを掛ける仕掛けの準備も進められ
ている。
　IT 時代の突入でグローバル化加速社会に
おいてスポーツを起爆剤にグローバル交流が
益々盛んになり、そこに求められる人材資質
として語学をベースに国、文化を超えてス
ポーツイベント運営のシステムのノウハウを
経験知としてスキル保持する事が重要と考え
る。本研究を通してグローバルスポーツキャ
リアの人材育成のヒントを得る事を目的に海
外スポーツイベントの視察による情報収集の
実態調査をもとに考察論考した。
　
2．グローバル人材の必要性と概念 4）5）
　国内の少子高齢化に伴い、人口減少の影響
を受け、国内市場の冷え込みが大きな問題と
される事と天然資源の乏しい列島ニッポンの
経済が安定成長させる知恵として、日本人の
伝統とするメイド・イン・ジャパンの技術力
を継承したイノベーション力や技術力を高
め、アジアや欧米、他新興諸外国へ需要を巻
き込ませて行く事が不可欠である。日本人が
伝統的に共通して保持する逆境への粘り強さ
や秩序行動の国民性は過去の戦争や震災から
の復興発展に起因し、それらのマインドをす
り教育的に込まれた人材を諸外国の多様な異
文化の人々と交流・協力し、国際ビジネスを
はじめ様々な領域において活躍できるグロー
バル人材が求められ、それらを育成し、送り
出していく環境的システム整備が求められて
いる。
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　日本政府は民主党政権時代の 2010 年に菅
直人内閣で「新成長戦略」、2012 年同じく野
田佳彦内閣時代に「日本再生戦略」、自民党
に政権委譲してから 2016 年に安倍晋三内閣
でも「日本再興戦略」を閣議決定させ、日本
経済復興の重要行政施策とし、国家戦略を誘
導してきている。これらの一連の共通する経
済復興課題のひとつにグローバル人材の育成
をあげている。少子高齢化の人口推移減少を
透視していく中での日本経済復興に向けた市
場開拓には外需拡大は避けられない事実がこ
こに存在し、国家戦略上急務課題として挙げ
られてきている。2012 年 12 月 26 日自民党
政権に委譲し、第 2 次安倍晋三内閣発足後
に 2020 年オリンピック・パラリンピック東
京大会を招致支援し、日本経済復興の起爆剤
とする世界に向けたグローバルマーケット
への狙いを定めさせた国家戦略を提案した。
結果、2013 年 9 月 8 日に国際オリンピック
委員会総会（アルゼンチン・ブエノスアイ
レス）にて 2020 年オリンピック・パラリン
ピック東京大会が決まり、日本の All Japan
体制が求められ、本格的に国家を挙げてのグ
ローバル化の到来が迫っている。
　前述の民主党政権下・野田佳彦内閣時代
（2012 年 6 月 4 日）に「グローバル人材育成
戦略」としてのグローバル人材の概念として
まとめられている。その中で概ね共通理解さ
れて示されているのが要素Ⅰの語学力・コ
ミュニケーション能力、要素Ⅱの主体性・積
極性、チャレンジ精神、協調性・柔軟性、責
任感・使命感、要素Ⅲの異文化に対する理解
と日本人としてのアイデンティティーであ
る。　　　　　　　　　　　　
　日本の国際地理的環境として島国という事
で他言語吸収においてあまり恵まれている環
境とは言え無い日本人の生活環境を脱し、日
本国内での大学を中心とする高等教育機関に
おいて学習環境を一部英語化、海外留学・海
外研修の推進とする教育施策等を積極的に取
り組む具体策が打ち出されている。
　決定した 2020 年東京オリンピック・パラ
リンピック大会実施に向けて、受け入れ運営
展開していく上でも組織運営する競技団体ス
タッフを中心に関連するスポーツ関連企業等
のスタッフの語学スキルをベースとした関連
業務スキルの向上が求められているのが現状
である。
　こういった社会環境の中、スポーツ界にお
いても 2020 年東京オリンピック・パラリン
ピックを視野に入れての国際人育成を大きな
ターゲットに国際スポーツ連盟役員（幹部
職、理事）の送り込み、各競技団体幹部職員
らの海外組織（欧米国際スポーツ会議派遣）、
強化指定競技者の短期〜中長期に渡る海外ト
レーニング研修等を積極的に展開している。
日本オリンピック委員会（以後 JOC）では
2011 年より「国際人養成アカデミー」を積
極的に展開している。この養成講座は「競技
力向上につながる組織、人、財政などにおけ
る「国際力」の強化を見据え、JOC や JOC
加盟競技団体を代表し、国際スポーツ組織等
の政策決定過程に関与できる人材、あるいは
国際的な折衝において活躍できる人材の育成
を目的 」とされている。この養成講座の修
了生からは国際競技連盟副会長、国際競技連
盟理事、国際競技連盟各運営委員等への就任
に至っている。
　2020 年東京オリンピック・パラリンピッ
ク開催においては日本人として実質の国際連
盟職の役員から大会運営に至る競技役員迄
隅々に渡ってスポーツ国際実践力が求められ
て来る。こう言った迫り来る環境においてス
ポーツを愛好し、スポーツを学び、スポーツ
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を実践しているスポーツ関係者が興味と関わ
りに期待する 2020 年東京オリンピック・パ
ラリンピック大会に向けて、グローバルス
ポーツの体制準備に挑み、実行可能なスキ
ルを身に付ける事が求められている。また、
2020 年東京オリンピック・パラリンピック
開催契機に真のスポーツ界のグローバル化の
必要性の醸成が生まれて来た事で、我が国の
歴史的経緯もある鎖国国家からの脱皮とする
スポーツ界の常識化スタンダードの時代に
なって来ていると予想できる。2020 年東京
オリンピック・パラリンピック大会以降の
2022 年北京冬季オリンピック・パラリンピッ
ク大会、2024 年パリ夏季オリンピック・パ
ラリンピック大会に向けても現在求められて
いる現状のグローバルスポーツキャリア育成
システムが繋がっていく事は間違いなく、次
世代に向けての貴重なスポーツ界の文化遺産
のひとつにもなってくる。
3．スポーツ界におけるグローバル
　  人材とは？
　2013 年 9 月 7 日の IOC 総会（ブエノスア
イレス）での 2020 東京オリンピック・パラ
リンピック大会の招致演説で安倍晋三内閣総
理大臣はスポーツ分野における我が国の国際
貢献策として「Sport for Tomorrow」をプ
ログラムとして発表している。このプログラ
ムは 2020 年に向けて世界各国へのスポーツ
の価値の向上とオリンピック・ムーブメント
を広げていく取り組みで、国際スポーツ界の
核となる人材の受入れ・養成をする為の国際
的な人材養成の中核拠点形成が示されてい
る。
　2011 年 8 月より施行されて来ているスポー
ツ基本法の規定下において 2017 年 3 月に第
2 期スポーツ基本計画が策定され公示され
た。この計画は 2017 年〜 2022 年迄の向こう
5 カ年計画で中長期のスポーツ政策の基本方
針である。この中でスポーツを通じた活力が
あり、絆の強い社会の実現が示され、その方
針のひとつに「スポーツを通じた国際社会の
調和ある発展への貢献」が加えられている。
加えて、国際競技力の向上に向けた協力で持
続可能な人材育成や環境整備も示されてい
る。この国際競技力向上の方針の実現達成に
向けて競技者・指導者・支援者・競技団体役
員等の人材育成の充実整備が重要となる。
　将来展望における国際的なスポーツ人材育
成においてはこれまで以上に欧米スポーツ先
進諸国への競技者の競技会参加、役員及び指
導者の大会視察、先方競技者及び指導者との
合同合宿での体験を通じての経験知の積み上
げが必要となってくる。
　競技者目線においては海外での転戦や合宿
を経験する事で主要ライバル国競技者の戦略
的情報収集、諸外国競技者との対戦や転戦に
おいて競技戦略上・試合適応上（実力発揮）
のメリットが生まれる。一方、役員・指導者
目線では国際大会の誘致・運営ノウハウ、
指導方法やトレーニング方法の情報収集によ
る国際的競技力の環境整備に繋げるメリット
が生まれる。
　国際的スポーツ環境も高度な IT 化・情報
化が進み、様々なイノベーションが競技ス
ポーツの環境に取り組まれ各国の代表する企
業がスポーツ領域に参入し、競技団体や指導
者との共創・共働がグローバルクロスファン
クションが要求され、国際スポーツビジネ
ス、国際競技力向上に向けた、創意工夫のシ
ステムアップが求められてくる事は過言では
無い。
　以上の事からスポーツ界におけるグローバ
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ル人材とはこれまで苦手意識感が強く敬遠さ
れがちな基礎的な語学スキルをスポーツ実践
キャリアと併行して構築させながら、様々な
国際スポーツ環境下を体験させ、現役競技者
〜指導者〜役員に渡る幅広い領域に渡って経
験させて行く環境整備を推進していく事で
ある。
4．本研究におけるグローバル
　　スポーツキャリア育成の視察概要
　本研究に於ける情報収集の視察として
1936 年に実施されたベリリンオリンピック
スタジアム視察、メガ国際スポーツ大会視察
（2016 世界Ｕ 20 陸上競技選手権大会［ポー
ランド・ビドゴシチ］、2017 年国際室内陸上
競技大会［ドイツ・デュッセルドルフ］）、高
き国際水準を誇るプロサッカーリーグのドイ
ツ・ブンデスリーガ視察［ドイツ・ライプ
チッヒ］等を行い、様々な視点から情報収集
を行った。
  1936 年ベルリン五輪スタジアムの現状活用
実態、国際競技会及びブンデスリーガ・プロ
サッカーゲームでの観客動員や運営等を視察
し、運営面での盛り上がりと活気づきからの
現地スタッフの運営の実態を視察する事がで
きた。
　
視察
① ベルリン五輪スタジアム（2016.7.18）
② 2016 年世界Ｕ 20 陸上競技選手権大会
（2016.7.19 〜 7.24）
③ ドイツ・プロサッカー・ブンデスリーガ
［RB Leipzig vs Hoffenheim］（2017.1.28）
④ 2017 年国際室内陸上競技大会［Int’l 
PSD Bank Meeting］（2017.2.1）
5．ベルリン五輪スタジアム
　  （ベルリン・ドイツ）視察概要
　ベルリン五輪スタジアム視察時に現地スタ
ジアム運営会社ドイツ人スタッフに聞き取り
から概要を記す。
　ベルリン五輪スタジアムは 1936 年ベルリ
ン五輪時に陸上競技、サッカー会場として使
用され、戦後メガスポーツイベントで 1974
年Ｗ杯西ドイツ大会（サッカー）、2006 年Ｗ
杯ドイツ大会（サッカー）、2009 年世界陸上
ベルリン大会、2011 年Ｗ杯ドイツ女子大会
（サッカー）、2015 年 UEFA チャンピオンズ
リーグ（サッカー）で運営使用されて来た。
通常はベルリンに拠点を置く、サッカーブン
デスリーガのヘルタ・ベルリンのホームゲー
ムスタジアム（1963 年〜現在）で活用され
ている（写真 1）。2018 年 8 月 7 日〜 12 日迄
欧州陸上競技選手権が開催決定されており、
国際都市ベルリンの地の利を活かしてのメガ
スポーツイベント招致策でスポーツツーリズ
ム（スポーツ観戦と観光融合）による経済活
性の期待も持たれている。ベリリンスタジア
ムは 1936 年当時を歴史的外観を継承しつつ、
観客席はドイツ国内最大を誇る約 76,000 席
に整備され、内部に随所にモダン建築内装の
趣向を凝らしている。高級ホテル類似の各種
VIP 用ラウンジや招待客イベントホールも
リノベートされ、歴史的建造物の現代活用の
仕方の工夫がされている。現在はベルリン市
管轄下運営管理会社でマネジメントされ、メ
ガスポーツイベントの国際大会や商業ビジネ
ス等にも活用されている。視察を通して巨大
スポーツスタジアムの維持と収益運営におい
ては公設民営型が基本であり、税金活用によ
る自治体出資での維持管理は指定管理企業が
運営し、常にイベント招致利益を生ませるス
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ポーツファシリティーマネジメントのノウハ
ウが必要と感じた。
　国際都市ベルリンはドイツだけでなく欧州
屈指の商業都市として頻回にメッセ（博覧
会）が執り行われておる中で、今後はスポー
ツスタジアムの活用でのビジネスメッセ（博
覧会）やメガスポーツイベント実施活用で集
客力と融合させてのインバウンドビジネスも
考えられる。こういう歴史と近代化が融合
し、地政学的にも欧州の中心地でもあるベル
リンの魅力を活かせたスタジアムビジネスが
グローバル視点でマネジメント展開されてい
く。それを機能展開させれる人材はスポーツ
と国際経営の感性を備えた真のグローバルス
ポーツマネジメントのスキルを備えた人材が
求められると思われる。今後、日本も迫る
2020 年東京オリンピック・パラリンピック
目的で創られメガスタジアムの長期的展望で
の維持管理活用において、その先行を行くベ
ルリンスタジアムの活かし方の発想がロール
モデルであると感じた。
 
6．2016 年世界 U20 陸上選手権大会
　  （ビドゴシチ・ポーランド）視察概要 1）2）
　この国際大会は 2 年に一度実施される国際
陸上競技連盟主催の 20 歳以下の世界陸上選
手権である。大会はポーランド国・ビドゴシ
チで 2016 年 7 月 19 日〜 24 日迄実施された
（写真 2）。世界 157 カ国 1512 人の 20 歳以下
の年齢カテゴリー競技者が参集し、世界一を
競う国際陸上競技選手権大会である。
　大会運営においては国際陸上競技連盟（本
部・モナコ）が主管し、開催国のポーランド
陸上競技連盟が組織した大会組織委員会が競
技会の管理運営を行う形式である。
写真 1．Berlin Olympic Stadium［上外観、下内部］（Berlin/Germany）
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　本大会に参加条件は国際陸上競技連盟加盟
各国の陸上競技連盟公認大会で大会指定期日
迄に規定参加標準記録突破競技者（20 歳以
下）に出場権利を与えられる。標準記録突破
1 種目 2 名とし、各国代表選考は各国陸上競
技連盟に委ねられる。
　大会組織は主に空港送迎輸送、各国チーム
指定宿泊ホテルマネジメント、競技会・練習
会場送迎輸送、競技会運営（競技審判・ドー
ピング・記録通達）に分けられ、組織委員会
役職者が一般人及び地元高校生のボランティ
ア補助役員として協力を得て運営展開されて
いた。大会組織委員会は各国選手団、メディ
ア、スポンサー、国際陸上競技連盟幹部役員
の受入対応の運営マネジメントも同様に展開
する責務も求められ、その実働部隊とするボ
ランティア支援スタッフも基本公用語の英会
話能力も要する。
　国際陸上競技連盟はこれまでの各国での国
際陸上選手権大会や国際大会を頻回にオーガ
ナイズディレクションしてきているノウハウ
を有しており、その積み上げてきたノウハウ
を開催決定した各国競技連盟が管理組織運営
する組織委員会へ 1 〜 2 年の準備期間を設け
させて緻密に連携して大会運営マネジメン
トを構築させている。大会組織委員会委員
長は地元ビドゴシチ市長・R.BRUSKI 氏、事
務局長はポーランド陸上競技連盟専務理事・
DLUGOSIELSKI 氏を含む総勢 8 名の主要担
当責任幹部で組織運営されていた。
　 本 大 会 は 2016 年 7 月 19 日 〜 24 日 迄
Zawisza Bydogoszcz Stadium で連日晴天下
で実施。午前（09:30 〜）の予選、午後（17:00
〜）の準決勝・決勝に分かれて実施であっ
た。大会組織委員会役員・運営ボランティア
スタッフともに早朝の準備〜競技実施〜競技
終了の長時間の拘束が強いられ、期間中長時
間に渡って運営連携を行っていた。組織委員
会運営スタッフに問いかけると、「大会運営
の細部に渡る役割、時間、対応方法等事前教
育研修を受け、会議打合せと予行演習的シ
ミュレーション競技会を経験の上、当日本
番の運営支援に当たっている。」という事で
あった。
　国際スポーツ大会実施の根底にある友好・
交流が基本にある為、最終日 7 月 24 日 21：
15 〜指定場所において Closing Party を未成
年を考慮してノンアルコール形式で実施さ
れ、ホスピタリティー面においても若者世代
の感性に敬意を示し、運営上配慮されてい
た。
　こういった、国際大会実施に際し、大会運
営組織上の安全・公正を基本に競技者優先
（アスリートファースト）を第一優先に最高
のパフォーマンスの環境支援が重要となる。
　競技者及び指導者側から観た成功評価高き
国際大会では常にホスピタリティー評価が問
われる。公的評価としては安全かつ迅速及び
公正の国際競技会運営である。この様な両軸
構築の為には組織運営スタッフの徹底した研
修教育と公用語（英語）語学力の適応が重要
であると視察を通じて感じた。2020 年東京
オリンピック・パラリンピックにむけて徹底
した競技運営関係者の研修教育と実践的語学
スキルアップに尽きると感じた。
　こういう事態を考慮して、2018 年 6 月 7
日（木）〜 10 日（日）に第 18 回アジア U20
陸上競技選手権大会を岐阜県において実施計
画されている。主管する日本陸上競技連盟配
下で組織委員会を設けられ大会運営スタッフ
教育研修の一貫として 2020 年に備えてシュ
ミレーション競技会として位置づけ展開も予
定されている。この様な国際大会に関係する
運営スタッフやスポンサー企業スタッフの人
材においてグローバルスポーツの実体験の場
として送り出して行く必要がある。
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6．ドイツ・プロサッカー・ブンデスリーガ
　　
（ライプチッヒ・ドイツ）視察概要
　ドイツ・ライプチッヒに本拠を置くプロ
サッカーチーム、RB Leipzig vs Hoffenheim
のホームゲームを視察した（写真 3）。こ
のチームは旧東ドイツの古都で音楽でも有
名なライプチッヒに本拠を構えるプロサッ
カーチームでスポンサーは世界的有名スポー
ツ飲料企業資本の Red Bull 社。2010 年よ
りスタジアム命名権活用も実施させ「Red 
Bull Arena」としてもマーケティング活用
させている。このスタジアムの伝統的呼称
は「Zentral Stadion」としても地元では旧
東独時代より親しまれてきている。視察日
（2017.1.28）の観客動員は 39、633 人の発表
を受け、厳冬の外気温での中で双方応援チー
ムの観客熱気はヒートアップ状況であった。
試合前からスタジアム周辺での観客や臨時
ファンショップ、臨時フードショップでのイ
ベントサービスが各種行き届いており、プロ
サッカービジネス先進国のスポーツマーケ
ティングの趣向のこらし方と観客観戦の安全
管理において徹底していた。欧州でのプロ
サッカー観戦での暴動（飲酒観客）起因での
死者が出てきた過去の経緯もあって、入場管
理でアルコール禁止、ビン類持ち込み禁止
の徹底した管理が統制されていた。この Red 
Bull Arena は 42,000 人収容可能で 2006 年Ｗ
杯ドイツ大会時においても会場使用された由
緒あるスタジアムの一つである。RB Leipzig
は Red Bull 社支援を受け、2009 年に 5 部ク
ラブであったのを 2015 年〜 2016 年シーズ
ンに 1 部昇格、2016 年〜 2017 年シーズンで
1 部 2 位に昇り詰めた快進撃に至った。この
チームのオーナー企業・Red Bull 社はプロ
サッカーチーム経営以外にカーレース・F1
参戦にも加わり、そのマーケティング手段と
してスポーツビジネスに大きな旋風を起こし
ている。ドイツ国内ではバイエルン・ミュン
ヘンという巨大クラブ一強時代で頭が飛び抜
けてリードの中で、新興勢力の RB Leipzig
の勢いにドイツ国内では注目もされている
と言う（現地スタッフ談）。2018 年初頭には
Red Bull 社がこの Zentral Stadion を完全買
い取りを行った事も伝えられている（kicker
日本語版 2018.1.3News 情報）。
　今回の RB Leipzig vs Hoffenheim のブン
デスリーガでの観客集客性に日本のＪリーグ
の盛り上がりとの格差を感じ、ドイツのプロ
リーグ 1 試合の観客が日本代表公式戦クラス
に匹敵する位の温度差を感じた。
　米国に追随するドイツのプロスポーツビジ
ネス先進国ではプロスポーツ観戦が国民の娯
楽文化として根付いており、スポーツを「す
る」「観る」「支える」が連動一帯感が浸透し
写真 2．Zawisza Bydgoszcz Stadium（Bydgoszcz/Poland）
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ている風土環境が伝統的に根付いている。プ
ロスポーツに欠かせないフィールドはスタジ
アム・アリーナが欠かせない中でドイツのス
ポーツ観戦で観客に魅力ある工夫と趣向が考
えられてきている。視察した際に現地スタッ
フとの情報交換によると①スマートスタジア
ム（アリーナ）と言われるＷｉ−Ｆｉ設備、
IoT 技術のモバイルテクノロジー活用での
ファンエンゲージメント、②複合型スタジア
ム（アリーナ）でショッピングセンター、ホ
テル、遊園地、カンファレンスセンター等で
複合型スタジアムマネジメント、③多目的ス
タジアム（アリーナ）として競技以外に多種
イベント活用型スタジアムマネジメント等へ
近年急速的に発展的運用転換されて来ている
との事である。日本もこういったスポーツと
最新ＩＴ環境の活用、集客性スポーツビジネ
スに向けた融合の発想を競技性とスポーツエ
ンターテーメント融合させたスポーツパーク
構想も創出していく時代に突入してきたと感
じた。欧州とういう異文化交流が欠かせない
生活圏の中で競技スポーツを身近に感じさせ
る市民文化への浸透させるメカニズムが伝統
あるドイツのスポーツ文化の遺産（地域市民
のスポーツクラブでの連帯感と帰属意識）か
ら起因している事も現地のスポーツ環境が創
り出していると思われる。
　ドイツの勢いあるブンデスリーガ視察観戦
を通してグローバル化が進む中で世界の共通
する価値文化とされるスポーツに魅力を抱く
集客力とそれらの満足度を充足させる為には
語学スキルを土台に競技スポーツの枠を超え
て、世界中のスポーツマーケティングにアン
テナを張り巡らせてプロデュースできるグ
ローバルスポーツマネジメントの資質が求め
られると実感した。
 
7．国際室内陸上競技大会視察（デュッセ
　　ルドルフ・ドイツ）視察概要
　ドイツ・デュッセルドルフで開催された
国際陸上競技大会（Internatinal PSD BANK 
MEETING2017）を視察した（写真 4）。
　この大会は国際陸上競技連盟公認の国際室
内大会で IAAF Indoor Tour という名称で
格付けされ、国際トップランキングの陸上競
技者 36 カ国 130 名が出場した。デュッセル
ドルフ市内にある Sport Arena Park で実施
され、約 2000 名の観客の中盛大に実施され
た。軽快な欧州ポップ音楽のＢＧＭの中、ス
ポーツエンターテーメントショーの様に観客
に解り易い解説と競技者紹介での演出を繰り
広げて、例年人気を呼んで当日券完売との
事であった。この国際室内大会を皮切りに、
写真 3．Red Bull Arena（Leipzig/Germany）
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地元デュッセルドルフ市は「Super Sport 
Year2017」と題し、世界卓球、欧州トライ
アスロン選手権も計画されているとの事で
あった（現地スタッフ談）。競技運営面では
室内競技場という Arena 環境も影響し、競
技者と観客が近く、パワフルな競技者の躍動
感や息づかいが身近で感じ、臨場感を味わえ
る観客の声援や拍手等の応答とマッチした競
技運営展開であった。特に、場内アナウンス
約の司会兼解説係の専門家による音楽との融
合させての演出効果工夫はスポーツ観戦の枠
を超えての楽しさを感じさせていた。冬のド
イツは屋外が厳冬環境の為、観戦競技スタイ
ルとして室内プロスポーツも人気（プロハン
ドボール、プロフットサル、プロバスケット
ボール）であり、冬場の室内競技プロスポー
ツはスポーツエンターテーメント色を取り入
れ易く、競技場ごとに「音楽とライﾄアップ」
の凝らす工夫をされているとの事であった
（現地スタッフ談）。
　国際室内競技会での実施演出の仕掛けの仕
方が観客固定の工夫を凝らしている点が非常
にスポーツエンターテーメントとしての価値
を創り出すマネジメント力の巧みさに関心さ
せられた。日本での室内スポーツ大会でも現
行するプロ球技種目に於いてもエンターテイ
メント性を取り入れて集客固定を演出する努
力が今後、益々求められる。スポーツ産業化
促進にとって必要と感じた。そういった、ス
ポーツをジャンルを超えさせての融合文化を
創り出させるスポーツキャリアの育成も求め
られると国際室内スポーツ競技実践現場から
知る事ができた。
8．まとめ及び総評
　本研究は欧州（ポーランド・ドイツ）に於
けるスポーツ施設視察、メガスポーツイベン
ト（国際大会）視察を 2 回の渡欧にで実施、
得られた情報をもとにまとめ及び総評を記
す。
　視察及び観戦した中で様々なイベントを運
営並びに成功させて行く人材に取って必要な
資質はグローバル環境を敏感に察し、スポー
ツと他分野領域との融合創造の感性、現代社
会に欠かせない IT 技術活用、今後実践応用
可能な AI 及び IoT 手法との連携・連動を巧
みに創造・実践できる事が求められと感じ
た。現代社会でのスポーツビジネス先行先進
国では共通して少子高齢化が課題である。そ
の中で全体大枠で広義解釈としてスポーツそ
のものへの関心・巻き込み、それに向けた魅
写真 4．PSD Bank Meeting（Dusseldorf/Germany）
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力創造実践が求められる。狭義解釈のスポー
ツとしては各スポーツ間に存在する競争原
理（競技人口・財源確保）が存在し、魅力創
出の知恵出し実践の競争が要求される。加え
て、視察したドイツの様な競争だけでは無
く、共創・共働によるスポーツエンターテー
メントを盛り込んだ競技会の開催に新たな価
値創造文化が生まれ、スポーツが継続的文化
として根付いて行くと考えられる。
　こういう環境整備をさせていく土壌創りに
はスポーツ好き〜スポーツ実践〜スポーツ専
門職願望の学生への基礎的論理力・語学スキ
ルをすり込ませ、本物のグローバルスポーツ
実践環境への体験学習を経験させる事が重要
である。「論より証拠」の換言通り、専門大
学・学部における専門的理論学習の認知に合
わせ、生のグローバル実体験をさせて行く事
で実学職業人材に繋がる事が重要であると視
察を通じて再認識できた。
　諸外国における国際スポーツイベントやそ
れらに関連する種々のスポーツビジネス及び
スポーツマーケティングに関する動勢は時代
変遷とともにかわりつつある。その動勢に潜
む現場での現象（競技者・スタジアム・観客
［ファン］）を察知できる感性や行動力も求め
られる。
　これらの状況からグローバルスポーツキャ
リア育成にとって国内外の大なり小なりのス
ポーツエンターテーメント環境に送り込み、
更なる探求心と感性を磨きをかける支援（海
外視察・スポーツビジネスインターンシッ
プ）をさせていく事が益々重要となってく
る。
　今後、目前の迫る 2019 年ラグビーＷ杯日
本開催、2020 東京オリンピック・パラリン
ピック、2021 年ワールドマスター in Kansai
等で益々新たなスタジアム新設、既存スタジ
アム改装改築・新規運用等で求められスポー
ツエンターテーメント性を目論んだシステム
創り（将来的継続活用）とグローバルスポー
ツキャリアの人材育成としての実学的繋がり
が益々求められてくるという事を結語とした
い。
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